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TOKYO URBAN LIFE200７
企 画 概 要

２００７年3月29日

会 期（案） ２００７年１１月２日（金）～１１月２２日（木）の2～3週間

エリア（案） 新宿、銀座、青山、六本木、日本橋、大手町等１０エリアを想定

TOKYO URBAN LIFE200７実行委員会

運営事務局 財団法人店舗システム協会

(総括)
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TOKYO URBAN LIFE2007のビジョンとミッション
暮らし方は各自一人ひとりのライフスタイルの反映

例えば、住まうということは 住 食 衣 に対して人それぞれの理想や思いがあり、自分が納得
のいく、何らかのバランスやハーモニーを念頭においているものです。

快適追求
ｶｼﾞｭｱﾙで
お洒落な装い安心・安全追求

住 まい方
暮らし方

衣 計画

おうちウェア探し
ﾎｰﾑﾊﾟｰﾃｨｳｴｱ

食 生活

おいしさへの探求
安全の追求

インテリアへの関心
住設機器への関心

人々は今、自分らしい暮らし方＝ライフスタイルの追求と充足を求め始めております。
にもかかわらず産業界は旧態依然としており、自社製品のアピールに懸命で他社との競争に明け
暮れて、生活者の自分仕様の暮らし方についての思いまで汲み取ろうとはしません。
今こそ、生活者の視点で供給側の提案の在り方を組み替えることが必要です。

偽装建築

シックハウス

暖冷房の方法

エコ

～

地デジ
ﾎｰﾑｼｱﾀｰ

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ対
応のﾘﾌｫｰﾑ

× ×

生活者一人ひとりの満足 企業の社会的責任

CRM CSR+21世紀社会における真の需要創出のための
人と産業文化との新しいカタチ

SCM CRMへの転換が不可欠
サプライチェーンマネジメント コンシューマリレーションシップマネジメント

多様な異業種のコラボ
レート提案

安心安全満足の共有
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TOKYO URBAN LIFEの目的＝生活者主導の快適なライフスタイルの提案と交流（B to C）

3回目にして、本来目指しているｲﾍﾞﾝﾄの在り方が実現

1回、2回を経て第3回目にしてようやく生活者及び産業界の理解と、
ITテクノロジーが追いついてきました。
快適で多様なｱｰﾊﾞﾝﾗｲﾌの情報/交流を共有するｲﾍﾞﾝﾄとしての独自
の役割を担います。

リアルとデジタルを巧に融合させ、暮らし方の快適さを追求したい生活者にとって実は
エリアがメディア／ｼｮｰﾙｰﾑがメディア／SHOPがメディアなのです。
何故なら、情報検索は世界中どこでも可能ですが、リアルな本人の生活基盤は、その
人が暮らしているリアルな日常の場です。

第3回目
2007年
11月

・生活者起点で多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙの
検索に対応。リアルとデジタルの融合
・リアルな場における集いや提案展
示とデジタルによる補完体制

・異業種/異分野交流が暮らし方の
向上に有効に役立つ仕組み

アーバンライフスタイルに
関心のある生活者
（プロシューマ）

クリエータ
（建築～インテリア
コーディネータ）

産業界（各企業）
（各消費財メーカ
～小売業）

第1回目
2005年
10月

第2回目
2006年
10月

東京国際
フォーラム
（展示場・ホール）

・都心で来場者には便利
・ブースが産業展型―――出展社

青山

代官山
エリア

日本橋
エリア

銀座
エリア

新宿
エリア駒沢

エリア

・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ提案側と生活者の交流
・各エリア毎の独自性を強調
産学協同／愛犬との共生 etc.

青山エリア

リアルな展示／交流の場とデジタルな情報収集の場がシンクロします

新宿エリア
の住まい
系ｼｮｰﾙｰﾑ

集いの会場
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集いの会場
(A） (B）

（A）ここには新宿エリアでの
協賛企業が一堂に会し、デジ
タルブースを用意し生活者を
中心にした来場者に住まい方、
暮らし方というﾗｲﾌｽﾀｲﾙが切
り口になった各社の提案を楽
しんでもらう。

（B）デジタルブースと各協賛
企業のｼｮｰﾙｰﾑは連動してい
るので、来場者が関心を持っ
た場合はｼｮｰﾙｰﾑへの来場
動員の一助となる。

（C）協賛各社はTOKYO URBAN 
LIFE2007の会期中に自社企画のイベント
を各ｼｮｰﾙｰﾑ毎に開催
･新製品発表／新製品説明会
・ミニコンサートやトークショー
・抽選で賞品が当たる特別セール
･ﾎｰﾑﾊﾟｰﾃｨなどに使える粗品の提供など

（C’）これらの開催イベントは
・情報の駅へ早めにアップし、ブログ機
能を活かして友人も連れて参加しても
らう工夫を凝らす
・共催もしくは後援の報道機関にPR･
記事展開要請

●新宿エリアの例

TOKYO URBAN 
LIFE2007賛同エリア

新宿エリア

銀座エリア

渋谷エリア

青山エリア

大手町エリア

六本木エリア

代官山エリア

恵比寿エリア

日本橋エリア

中目黒エリア

TOKYO URBAN LIFE2007エリア毎の各種イベント推進イメージ

青山、渋谷、銀座、大手町（丸の内）、
六本木、代官山、恵比寿、日本橋、
新宿、中目黒 etc.

不動産／都市計画 エネルギー産業分野 住宅メーカ（戸建、集合） 住宅設備機器
建材・資材 家具／ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ 照明／インテリアグッズ／アメニティグッズ 道具／食器 等

他 健康安心食品メーカ 日常着 等 住・食･衣･健・美･知･遊･交～

（C）協賛各社のショー
ルーム等に於ける独自
のイベント

（C’）情報の駅をはじめ
とする各PR

（C)




